
No.15 多発しているその他の一般動力機械 - はさまれ巻き込まれの死亡災害事例（2019年）
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時
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コード
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コード

事故

の型

コー

ド

労働

者規

模

5

14

～

16

水産加工を行う工場において、イワシの入った容器をパレットに自

動で積み上げる機械の可動部分に被災者の顔、頚部を挟まれた。
10102 169 7 1～9

7

10

～

12

きのこのカット・包装ラインにおいて，栽培用の容器を，その容器

を複数入れるケースから分離するための装置において，キノコ屑な

どが原因で，ライン上に異常が生じたことから，本来立ち入ること

が想定されていない箇所から体をライン上に突っ込み，ラインの一

部が上下に移動する箇所において，当該上下する部分とラインの枠

部分に胸部を挟まれ窒息したもの。

10109 169 7

100

～

299

1

18

～

20

生地を柔らかく加工するために使用しているドライマングル機に、

ロール状の加工前生地（生地ロール）をセットし、労働者１名が作

業をしていたが、生地ロールの回転している巻き芯に衣服が巻き込

まれ、その結果、胸部が圧迫され死亡した。

10204 169 7

500

～

999

8

10

～

12

被災者は職場ミーティングを行った後、自動梱包機を使用しての古

紙の梱包作業を１人で開始した。別の作業場で作業していた２人の

労働者が梱包作業で使用するフォークリフトの保管場所に被災者が

戻って来ないことを不審に思い、作業場を確認したところ、梱包機

内の排出口付近において被災者が古紙と一緒に圧縮・梱包されて死

亡していたもの。

10602 169 7

100

～

299

コイル状の線材（重量２ｔ）の結束装置に取り付けられた作業台

（装置とともに左右方向に移動する。）の手すりの支柱と作業台に



9

16

～

18

上がる階段（工場床面に固定されている。）の手すりの支柱との間

に胸部がはさまれていたところを発見された。被災者がはさまれた

結束装置の可動部分は、弛んだコイルを締めるため、左右方向に２

メートル程度移動する構造。階段の入口及び出口側に扉を設けてい

るが、扉を開けても結束装置は停止しない。

11001 169 7

500

～

999

8

20

～

22

溶解したアルミを流す型枠に残ったアルミかすを取り除くため、コ

ンベアを動かしながら回転する機械装置の内側に刷毛で薬剤を塗る

作業中、コンベアと回転する機械装置との間に足を挟まれ、全身を

巻き込まれて死亡した。

11109 169 7
50～

99

12

10

～

12

アルミ鋳造ラインで製品の品質不具合対応中の被災者が、設備内で

鋳造完了後の製品を目視確認中、下降してきたキャリアに頭～首付

近を押さえられ、キャリアと金型（約３００度）に胸付近をはさま

れた。 搬送先の病院で治療を受けたが、後日死亡した。

11502 169 7

1000

～

9999

3

10

～

12

クリーニング業務（洗濯、脱水、乾燥の各工程が自動化されたライ

ンにクリーニング対象のものを最初の工程に投入するのが主たる作

業）を行っていた被災者が、稼働中の乾燥機内部から発見されたも

の。被災者は救急車にて病院に搬送されたが、死亡が確認された。

11703 169 7
50～

99

7

12

～

14

法面（約３０度）の草刈作業において、傾斜地用草刈機で作業して

いた被災者が何らかの原因で当該草刈機の刃に両足を巻き込まれで

両足切断、失血性ショックにより死亡したもの。被災者は同僚と２

名で作業を行っていたが、同僚は作業直前の被災者の作業内容を把

握しておらず。被災者は災害発生から１時間以上経過してから発見

された模様である。

30309 169 7 1～9

11

14

～

16

古紙リサイクルのための紙プレス機の清掃作業中に、紙プレス機の

シリンダーに胸部と頭部を挟まれ、死亡したもの。
80109 169 7

10～

29

10

シャーリングマシンの付属設備である昇降式コンベアのレベル調整

を行うため、エアシリンダにエアを充填しコンベアを上昇させた状



5 ～

12

態でコンベア内部にあるエアシリンダ近接のスイッチ調整を行って

いたところ、エアが抜け下降したコンベアとフレームに頭が挟まれ

たもの。

80409 169 7
50～

99

3

14

～

16

工場において、メッキを自動で行う搬送機の点検作業中に、被災者

が搬送機上部の点検スペースで潤滑油のふき取り作業をしようとし

た際、昇降設備の梯子を使用せず、踏み台を使用して工場建屋通路

から柵の隙間を通って点検スペースに入ろうとしたところ、別の労

働者が当該搬送機を運転したため、被災者が点検スペースの柵と工

場建屋の柱に腹部を挟まれ死亡したもの。

11301 169 7
10～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/SIB_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to https://www.jisha.or.jp/international/topics/202210_36.html
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